
0

20

40

60

80

100

120

140

160

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

全国
３位
56※1

0

10

20

30

40

50

60

70

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

高
崎
駅

県内自動車会社の輸出拠点｢京浜港｣首都圏へのアクセス性
が向上し、自動車輸出台数は増加傾向！

工場立地件
数件数 （万台）

資料：県内自動車会社 ＨＰより

開通延長とともに、沿線の産業団地分譲面積は“うなぎ登り”
新たな企業進出や民間投資が続いています！

群馬県 高崎市 伊勢崎市 太田市 館林市 玉村町
板倉町 明和町 千代田町 大泉町 邑楽町

高崎IC 前橋南IC

高崎玉村SIC

藤岡IC

駒形IC
伊勢崎IC

太田薮塚IC

太田桐生IC

館林IC

前橋IC
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【効果１】 広がる、民間投資

県内工場立地件数 県内自動車会社の輸出台数

東毛広幹道周辺の産業団地

高崎ＳＩＣ産業団地
(分譲中)
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【新規産業団地一覧】
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高崎ＳＩＣ産業団地

伊勢崎宮郷団地

東部工業団地（西）

境上武第二工業団地

明和工業団地（西）

東部工業団地（東）
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波志江SIC

新規産業団地

既存産業団地
（H20～25に企業進出）

【工業団地】

既存産業団地
（ ～H19に企業進出）

県内自動車メーカー

142

142

高崎玉村ＳＩＣ
(H26年2月開設)

全国
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全国
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※1 Ｈ２７調査から太陽光発電所が調査の対象外となる。

県内印刷関連工場

東毛広域幹線道路の整備により、交通アクセスが向上し、沿線の産業立
地、物流の効率化が期待されます。

工場立地全国トップクラス！
～ぐんまの大動脈開通により産業団地拡大～

国道３５４号 東毛広域幹線道路Ⅰ道路事業

【効果２】 増える、輸出台数

交通の利便性向上により産業団地が拡大
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